所見のサンプル
所見に関しては、Wee2012の最終出力ページの「注意事項」欄に併せて記入してください。入力しきれない場合は、任意様式により別紙作成してください。

以下、例を示します。
１）地盤

良い、普通の地盤

・基礎の状態、周辺状態及び経過年数からしてほぼ新築時の状態を保っており良い地盤とみることができます。

・基礎にクラックが入っていますが、数が少なく、程度も軽く、また、経過年数や廻りの状況から判断しても、良い地盤と思われます。

やや悪い地盤

・基礎に5mm程度のクラックが入り、無筋の基礎と思われます。やや悪い地盤に属し、地震時には、地盤からの影響を受けやすいでしょう。

・基礎に一部不陸があり、若干のクラックが認められます。鉄筋が入っているため、これ以上症状が進むとは思われません。しかし、やや悪い地盤のため、地震時には影響が大きいでしょう。

非常に悪い地盤

・宅地造成前は田であり、軟弱地盤の上に盛土がされたものと思われます。

・基礎に巾5mm以上のクラックがあり、無筋の基礎と思われます。地盤の悪さが建物に大きく影響を与えています。地震時にはかなりの被害が想定されます。

・基礎に10mm以上の不同沈下が認められ、巾2mm以上のクラックもあります。鉄筋は入っていると思われますが、非常に悪い地盤の影響を受けています。地震時にはかなりの被害が想定されます。

・基礎に2mm以上のクラックがあり、盛土地盤と擁壁等の状況から、地盤の悪さがうかがえます。地震時にはかなりの被害が想定されます。

・建物廻り状況及び基礎の不同沈下と、クラック等から、地盤の耐力が著しく不足しています。地震時にはかなりの被害が想定されます。

・基礎に10mm以上の不同沈下が生じており、さらに巾2mm以上のクラックが数多く入っています。周辺建物にも同様に障害があることから、非常に悪い地盤と思われます。

２）基礎
・逆Ｔ形布基礎コンクリートでしかも鉄筋が入っており、充分に安定した基礎となっています。

・逆Ｔ形布基礎コンクリートでしかも鉄筋が入っています。ヘアークラックが認められますが、良好な基礎となっています。

・逆Ｔ形布基礎コンクリートで無筋状態と思われます。ヘアークラックが入っていますが、安定した基礎となっています。

・逆Ｔ形布基礎コンクリートで無筋状態と思われます。基礎に若干（10mm未満）の不同沈下と若干（2mm以下）のクラックが見られます。やや不安定な基礎となっています。

・Ｉ形布基礎コンクリートでヘアークラックが入っていますが、不同沈下も無く、基礎として安定していますが、強靱な基礎とは言えません。

・Ｉ形布基礎コンクリートで10mm以上の不同沈下と巾2mm以上のクラックが認められます。基礎として安定を欠いています。
・コンクリートブロック基礎で、不同沈下及びクラックはありませんが、強度の面から非常に不安定な基礎となっています。

・玉石基礎であるため、アンカーボルトによる固定が出来ず、地震時にずれ落ちることが想定され、非常に不安定な基礎となっています。

３）建物形状

・平面形状は、正方形に近くバランスが良く、地震時にはほぼ安心です。
・大きな吹き抜けがあり、床剛性が不足します。地震時には建物にねじれが起こり被害が想定されます。

・平面が不整形です。地震時には建物の場所により揺れの大きさが違うため、入り隅部分に集中的な力がかかり建物に被害が想定されます。

・立面形状が非対称です。地震時にはねじれにより局部的な被害が想定されます。

・2階居室のオーバーハングがあります。地震時にはオーバーハング部分にねじれや集中力が起こり、部分的に損傷することが想定されます。

・2階を支える単独柱があります。地震時には2階の荷重が支えられなくなり、柱が折れる等の被害が想定されます。

４）軸組・老朽

・玉石・ブロック基礎から土台がずれています。地震時に建物全体の揺れを基礎に伝えることができない為、建物の傾斜や、崩壊に至る被害が想定されます。

・玉石の上に敷かれた土台は全体の連結が不十分です。地震時の揺れに対応する能力が無く、玉石からの、ズレや落下により、建物の傾斜が想定されます。

・柱・土台・筋かいの仕口の緊結が悪いため、地震時には建物全体の揺れを基礎まで伝えることができず、建物の傾斜や倒壊が想定されます。

・柱の径が不足しています。地震時に上部の荷重が支えられないため、柱が折れ、倒壊に至る被害が想定されます。

・傾斜が1/60を超える柱を含んだ建物は、耐震性に劣ると考えられ、地震時には危険度が高く、倒壊に至る大変危険な状況が想定されます。

・外壁モルタルに交錯した深いひび割れがあります。地震時に壁の脱落があり、落下付近は危険であることが想定されます。

・外壁モルタルに交錯した深いひび割れや、脱落等が見られます。老朽の進んだ箇所は、雨により外周面の柱・土台に腐れが生じ、地震時の揺れに軸組が耐えられない状況も想定されます。

・2階外壁の直下に壁が不足しています。地震時に上部の荷重が受梁に集中するため、1階部分の崩壊が想定されます。

・屋根の棟にうねりがあり、瓦の損傷があります。老朽の進んだ屋根は地震時に瓦の落下を招くなど、かなりの危険な状況が想定されます。

・土台・柱に腐れ、白蟻、害虫の被害があります。地震時に建物全体の揺れを基礎に伝えることができないため、建物の傾斜や倒壊に至る被害が想定されます。

５）壁配置・壁量

・建物の壁が片側に多く配置されています。地震時には建物がねじれて倒壊する恐れがあります。

・建物の壁が少し片寄って配置されています。地震時には建物がねじれて部分的に損傷が起きる恐れがあります。

・建物の壁量が極端に不足しています。地震時には倒壊する恐れがあります。

・建物の壁量が少し不足しています。地震時には部分的に損傷が起きる恐れがあります。


